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　アローナは、国境に程近い街だ。

　その街は、元々この土地を治めていた領主の名を戴いてアローナとつけられた。

　隣国の侵攻を防ぐ砦であり、防衛の要として機能していた精鋭の騎士団駐屯の地であったが、停戦・和平条約が締結され、両国の王族の婚姻を機に友好な関係を築けている現在、それもすっかり過去のこととなっている。

　街道が敷かれ、出国する者や帰国した者、もしくは隣国からの商人や旅人が最初に訪れる街であるこの土地に、いつしか人が集まり、街を形成した。

　今では国境警備、近隣の山や森林に生息する大型害獣の駆除や盗賊団などの討伐、そして街や街道の治安維持が騎士団の主な仕事であり、どちらかといえば閑職と取られがちな任地ではあった。

　それでも、小高い丘の上に建てられた堅牢な石造りの砦は物見の塔を四方に配置し、兵舎、広い鍛錬場や馬場などを城壁で取り囲んでおり、騎士たちは有事に備えて日々己が腕を鍛えていた。

　砦に駐屯する第十騎士団は、団長一名、副団長二名を筆頭に、一部隊七十人、三部隊編成から成る。上級将官は最低五年、下士官は三年の任期だが、望めば留まることもできる。現在の団長と副団長の一人は既に十年アローナに駐在している。団長は妻子を王都から呼び寄せ、副団長はこの地の女性を妻に迎えたため、当分ここに留まるだろうと言われていた。

　国境のため王都までは馬車でも片道一週間はかかるド田舎のアローナは、大きな街道沿いであってもそれほどたいした娯楽施設もないので、若い騎士にはあまり人気がない。それでも留まることを望む者がいるのは理由があった。

　収穫祭である。

　アローナは軍施設の傍であるために、いざという時のために自給自足ができるようにと、時の領主より農地の開墾が奨励され、街道筋の街と比べても専業もしくは兼業で農業に従事する者が半数近くとかなり多めの比率を占めていた。

　よって、秋に行われる収穫祭は盛大だ。

　三日間ぶっ通しで行われる収穫祭は、それ目当ての観光客や行商人も訪れる、この近隣では結構大きな祭りとして有名だ。普段は居酒屋や食堂のみだが、この時期だけ宿屋も兼ねる店が増えるほど外からの客が集まるし、行商人も多い。

　年に一度の大きな祭りは、地元の住人だけでなく、駐屯している若い騎士たちにも楽しみなイベントで、三日間なのは三交代の騎士たちが一日は祭りを楽しめるよう配慮しているのだと言われているくらいだ。

　そして、この祭りにはもう一つの意味がある。

　嫁取りの祭りだ。

　宵夜の鐘の後の時間は、宵祭りと呼ばれ、十八歳の成人にならないと参加が許されない。

　当初、子供を寝かしつけたあとの大人の祭りというだけだった宵祭りは、次第に形を変え、やがて結婚を意識した出逢いの場となった。

　だから未婚の若い男女の参加率が異様に高い。

　片想いの者はこの日に告白をし、交際している者も求婚して、受け入れられれば一生仲睦まじく暮らしていけるというお約束の言い伝えは、この土地の者には子供の頃からある種の憧れのようなものとして、半ば笑いながら、半ば本気で受け入れられている。

　一生睦まじくなんてそんなウマい話があるワケないだろう、ウチの父ちゃんと母ちゃんそれで結婚したけど喧嘩ばっかりだ、などという定番の文句は当然ある。だがそれでもその風習が延々と受け継がれているのは、やはりこの祭りで実際に結婚して、なんだかんだ言っても離婚することもなく、生涯を共にする夫婦がとても多いからだろう。

　祭りに参加する未婚男性は一輪の花を持ち、女性は手首に刺繍糸などで編んだフィタと呼ばれる腕輪をつけることで未婚を表すと同時に想い人がいることを示す。

　どちらから申し込んでもいいが、男性からの場合は花を、女性からの場合は揃いのフィタを差し出し、告白を受けるのならばそれを受け取るというのがお約束だ。

　想いが叶った時点で揃いのフィタをつけて婚約の証とし、結婚の時にフィタを切って代わりに揃いの金属の腕輪をつける。

　そんな風習に憧れる女性は多く、だから男性もそれを叶えるため祭りに参加するのだ。

　そして、祭りは砦に駐屯する騎士たちも参加する。

　治安警備の任務としてだけではなく、もちろん未婚の男性としてだ。

　王都に帰る前提でこの地に来ている騎士たちだが、アローナの女性と結ばれる者は結構いる。

　日々の街中哨戒や休日の外出などで女性と出逢う機会は意外に多い。都会出身で洗練された垢抜けた男性、その上強くて頼り甲斐があるというイメージの騎士は、田舎の娘たちが憧れ恋心を持ってもなんら不思議な存在ではなかった。

　そして王都にいるような派手な女性でなく、素朴な女性を好む男にはアローナの女性は好かれる傾向にある。祭りで結ばれる騎士と街の娘は毎年何人もいた。

　この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。

　昔は騎士の中にも欲望のままに安易に女性に手を出す不埒者もいて、手を出された女性の親が騎士団長に責任を取って結婚するよう抗議する事例が何度もあった。当の騎士に詰め寄って遊びだったと拒否された結果、自殺を図る女性まで出たことで、由々しき事態と捉えた団長が厳しい綱紀粛正を図り、それ以来そのような事態は一掃されているという。

　風習は根強く残っており、現在も女性は結婚するまでは処女でいることが尊ばれ、婚前交渉があったとしても結婚を決めた相手にしか身体を許さないとされていた。

　そして近頃は、彼女たちの純潔は宵祭りの夜、数多く散らされていた。

　気持ちを確かめ結婚を決めた男と女は、互いを身も心も求め合うものだから。

















　　　１












　街なかの哨戒が外回り担当の騎士の日課とはいうものの、基本的に平和なこのアローナという街ではあまり大きな揉め事は起こらない。

　もちろんささやかな諍いや喧嘩の類くらいはあるが、この地の人々は善人にできているというか、人が良い。

　隣国との国境の街ということで、過去何度も戦火に晒されてきた土地だ。だから、平和になった昨今、それを尊び、争いを好まない気質の者が多いということだが、単に呑気なだけではないのかとダグラスは思っている。

　彼がこの土地に騎士として赴任して今年で三年目になる。来年は王都に戻ることも可能なのだが、居残るかどうかは任意のため、どうしようか迷っているところだ。

　ダグラスには今のところ、ここにいたいと強く思うだけの執着も特にない。

　ここは平和な土地だからあまり荒事もない。命の心配のないのは騎士としても喜ばしいことだ。

　王都の実家の稼業は兄が継いでいるから別に自分が帰らなくても構わない身軽な身だ。騎士でいる以上はやることはどこでも一緒だから、王都でもここでもどこでもいいと思っていた。

　ダグラスは、本日の哨戒の相方のジェイドと二人で通りを歩いている。

「今日も良い天気で平和だねえ。暇でなにより」

　軽く呑気な口調でジェイドが言う。表情も緩んでいるが、歩き方はしゃきっとしている辺りがこの男の器用なところだ。

「あら、騎士様方、見回りご苦労様です」

　通りすがりに彼らより少し年上の女性が笑顔で会釈をしてくれる。ダグラスは無言でうなずくが、ジェイドはにこやかに手を振った。くすりと笑って手を振り返してくれた女性の横を通り過ぎてから、ダグラスが小声で注意する。

「おい、それやめろって。この間も中隊長に注意受けてただろ」

「いいじゃん、手を振るくらい。綺麗な女性は街の宝でしょ」

「おまえな……。俺までまた、『騎士たるもの、住民には相応の態度と節度を』とか説教喰らうだろうが」

「ごめんねー、小隊長殿。腐れ縁同士、怒られる時まで一緒にってか？」

「嬉しくねえわ、阿呆」

　平時の装備である軽装の甲冑を身につけ、マントを羽織り、長剣を帯びてはいるものの、彼らの存在はすっかり見慣れた光景なもので街の人たちも特に威圧を感じることもない。だが、なにかあった時に頼る存在で、敬意を払われていることから、相応の態度と節度を守るよう日頃から上より厳重に言い渡されていた。

　それなのに、ちょいちょいこうした些細なことをやらかすジェイドに付き合って上官に叱られているダグラスは、実は彼のお目付役として小隊長に任ぜられたのではないかという気がしてならない。

「ダグラスもさー、たまには女の子に笑顔のひとつもつくれないと、いつまで経っても恋人のひとりもできないよー？」

「余計なお世話だ。どうせカオが怖くて女子供にビビられるわ」

「えー、でも俺はそんなに悪くないと思ってるんだけどなあ、ダグのカオ。確かにちょっと怖いっちゃコワいかもだけど、造り自体は悪くないと思うし、男っぽくていい面構えじゃない？　俺みたいな軽そうなのより、よっぽど騎士っぽいよ」

「自分で言うかよ」

　ツッコミを入れながら、ダグラスは面映ゆい気分をごまかすように眉間に皺を寄せる。ジェイドはからかっているのではなく本当にそう思っているらしいので余計に気恥ずかしい。

　ダグラスは体格が良く、つり目が少々強面を助長しているちょっと威圧的な容貌だ。隣に並ぶジェイドが一見優男風に愛想が良いので緩和されているが、彼一人だと少し近寄りがたいかもしれない。

　決して人当たりが悪いわけでもないし割とお人好しな方なのだが、それが見た目にはあまり反映されていないので、損だねえと、ジェイドにはいつも笑われている。

　ちなみに二人は入隊からの同期で、士官学校の寮の同室から始まった付き合いは、教練の時の班分け、赴任先、小隊編成までずーっと、どういうわけかことごとく一緒だ。腐れ縁の二人は、見た目は正反対だが意外と仲は悪くない。

　ダグラスは、自分の近寄り難さの緩和のためにジェイドがわざとああやって女性に愛想良くしているのだということを知っている。他の班員が相方の時にはしないからだ。そういうところを知ってしまうと強く怒れない。

　そんなところまで判っているジェイドは、だからダグって好きなんだよなあと、いつもからから笑ってはダグラスに殴られていた。こんな付き合いがもう十年近く続いている。

　大通りから一本入った道をしばらく行くと、不意に男の声が聞こえてきた。聞き覚えのある声とその内容にダグラスはジェイドと顔を見合わせて溜め息を吐いた。

　角を曲がったところに、痩せぎすでガラの悪そうな雰囲気の男が小柄な女性を壁際に追い詰めて両腕で囲っている。女性は抱えている大きな包みでカオを隠すようにして彼を直視しないように目を背けているが、その表情は泣きそうに歪んでいた。

「だぁから、付き合えっつってんだろ？　もう今日の仕事はそれ届けりゃ終わりなんだろ、だったらいいじゃねえか」

「……だから、まだ仕事が残って……」

「そんなの明日やりゃいいじゃねえかよ。なあ、ティエリ、いいだろ？」

「……困ります……その、放して……」

「承知してくれりゃ放すって。ほれ、うんって言えよ」

　びくついてすっかり小さくなっている女性は、それでも必死に首を左右に振る。男がちっと汚く舌打ちして更になにか畳みかけようとしたところに、ダグラスが割り込んだ。

「そこまでだ、ダン」

「ああ？　邪魔すんじゃねぇ……っと、ダンナ方か」

　ティエリと呼ばれた女性との間に腕を割り込まれて睨んだ男が、騎士の姿を認めて頬をひくつかせた。

　はいはい離れて離れて、とジェイドがダンの腕を下ろし、ティエリから引き離す。

「いい加減にしろよ。俺が止めただけでもこれで何度目だ。彼女、すっかり怯えてんじゃねえかよ」

　体格のいいダグラスがわざと見下ろすようにじろりと睨めば、ダンは焦って愛想笑いをする。

「ええー、そうでしたかねえ。オレは真っ当にティエリを口説こうとしてただけですけどねえ」

「どう見ても無理矢理誘ってたようにしか思えなかったぞ。馬に蹴られる気はないけどな、嫌がってる女を無理矢理言うコト聞かせるなんて真っ当な男のすることじゃない、大概にしとけ」

「へえーい。気ィつけまーす」

　ものすごく気のない返事をするダンは、返事だけだというのが丸判りの態度だ。

「ところでおまえは、仕事はどうしたんだよ」

「あー、今日は休みで」

「またサボってるな？　跡取りがその調子じゃ、そのうちおまえんちの店、傾くぞ」

　へへっと笑ってから、じゃ、オレはこれで！　とダンはさっさとその場を逃げていった。

　やれやれと溜め息を吐いてから、ダグラスは後ろで縮こまっているティエリに目をやった。

　びくびくと怯えた様子だったティエリは、ダンが視界から消えたことでようやく安心したらしい、ほう、と息をついて包みを抱き締めている。

「大丈夫か、ティエリ」

「……はい、いつもすみません、騎士様」

　ふわりと微笑むティエリは、安堵のためかとても表情が柔らかい。そしてその笑顔は実は滅多に見られないものだ。

　実は、ダグラスがこうやってダンからティエリを助けたのはもう両手で足りないほどの回数だった。

　ティエリは近所でも有名な街一番といわれる美人で、同時にとても内気で男性を苦手としていることも知られていた。

　彼女は子供の頃、すぐ泣くからとおもしろがられて、近所の男の子たちに散々苛められ、からかわれて泣かされてきた。だが、彼らが大きくなって異性が気になる年頃になると、彼女が実はかなりの美少女だと気付いてしまったらしい。今更仲良くなろうとそわそわし出した近所の少年たちだったが、しかし、その頃には既に時遅し。すっかり男性恐怖症に陥って、家族親族以外の男性とは必要以上に話さない、男性は顔見知りでも寄りすぎれば怖がる、ティエリはそんな性分になってしまった。近所の少年たちにとっては後の祭りもいいところだ。

　それなのに先日たまたま見かけたらしい余所の地区の有名なドラ息子のダンに見初められてしまい、それからちょくちょくこうやって誘われるようになってしまったのだという。

　初めに間に割って入ってやってから、何故か妙にその場面に出くわすことが重なったダグラスは、ティエリをよく庇う役回りになっていた。

　そのおかげだろうか、男性が怖いティエリもダグラスにはだいぶ軟化してくれているようだった。

　初めは怯えて礼の声もろくに出なかった彼女が、今は微笑んでくれるほどには馴染んでくれていることに、ダグラスは安堵している。ただでさえ女子供が怖がる容貌だが、助けた女性にまで怯えられるのは慣れていてもさすがにへこむ。

　男性が怖いことも子供の頃の話も、ダグラスに助けられた何度目かの帰り道にようやくぽつぽつと話してくれて判ったことだった。

　安堵の笑顔を嬉しく思いながらも、ダグラスはひとこと注意を忘れない。

「気をつけろよ。あんまり人通りのない道を歩くなって前に言っただろう」

「……はい、でも、この御届け物がこの先なので……」

「どこ？　どうせだから護衛についてったげるよ」

「あ……」

　ジェイドに軽く言われてティエリの声が萎む。かろうじてうなずくことで意思を表したティエリは、何故か同じように守ってくれたはずのジェイドには同じように声が出ない。それを見て苦笑したジェイドは、ぽんと相方の肩に手をやった。

「……あー、ダグ、あいや、小隊長殿、ついてってやりなよ。俺はひとりで哨戒続けるからさー」

「あ？　なんで。別に一緒に行きゃいいだろうがよ。どうせ後で合流するんだし」

「ヤボ言ってんじゃねえよ。そもそも絡まれかけた女の子をごつい男二人で囲んでたらもっと怯えさせんだろ。な、小隊長一人だけの方がいいよな、ティエリ？」

　ジェイドがぱちんとウインクを決めて笑ったその意味をティエリがどう受け取ったのか、うつむいたその頬が染まった。それでも微かにうなずいたのを見て取って、ダグラスはあっさりと承知した。

「それもそうか、判った。じゃあ俺はティエリを送ってから戻る」

「りょーかい。じゃあ、またね、ティエリちゃん♪」

　ふざけて、ぴっと敬礼したジェイドがその場から去っていく。この軽さの割に腕が立つジェイドは人当たりも良く、実は結構モテているらしい。本命がいるかどうかは知らないが。

　ジェイドを見送ってから、ダグラスはティエリと連れ立ってゆっくりと歩きだした。

　でかくてごつく少々怖い面相のダグラスと並ぶと、一応年相応の体格のはずのティエリは雰囲気と縮こまり加減も手伝ってとても華奢に見える。大人と子供とまでは言わないが、頭一つ分以上の差がある二人はある意味とても目立った。

　ティエリに合わせて歩くくらいのことはできる……といえば聞こえがいいが、初めの頃に何気なく歩いていてティエリが息を切らせてついてきたことがあり、やっと気をつけるようになった失敗の賜物だ。

「それ、仕立物か？」

　ずっと大事に抱えている荷物を見て訊くと、ティエリはこくりとうなずいた。

　彼女はお針子だ。彼女の叔父が営んでいる仕立屋のお針子で、抱えている数人の中でもかなり腕が良く、精密な刺繍と繊細なレース編みを得意とするのだということは、初めて彼女を助けて店まで送った先で聞いた情報だ。

　今日も複雑に絡んだ綺麗な花と蔦の刺繍が襟元に施されているブラウスで、彼女が手を入れたのだろう美しい出来のものだ。

「……今度のお祭りの時に着る服を御注文いただいていて……そのデザインの確認に……」

「ああ、祭り。そのためにわざわざ服仕立てるってか」

「……たぶん、求婚されるからって……」

「あー、なるほど」

『アローナの嫁取り祭り』の渾名の通り、祭りではよくそういった光景が見られる。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。

　それはこの地に住んでいる者には昔からの風習として浸透したある種のイベントだ。

　別にこの日でなくてはいけないわけではないが、祭りで結ばれると幸せになるのだと言い伝えられていれば、信じようが信じまいが、やはりなんとなくその日にしたいという心理が働くのか、この日に結ばれるカップルはとても多いと聞く。

　依頼主のご家庭の娘は、今年の祭りで恋人に求婚されるのだと確信していて、せっかくの記念になる日のためにわざわざ服をあつらえたのだろう。

　余所者のダグラスにはよく判らないが、それがこの土地の娘の憧れであり、特別な日なのだということくらいは判る。

　毎年この時季になると浮ついてくるのは土地の者だけではなく、若い騎士の中にもそわそわしている者は結構いる。そして昨年もその前の年も目にした、祭り明けにめちゃくちゃ機嫌の良いヤツと目に見えて落ち込んでいるヤツがいる悲喜こもごもも、毎年のことなのだろう、きっと。

　ちなみに昨年もその前もダグラスには関係なかったが、はて、今年はどうなのだろうか。

「ところで、ティエリは今年、祭りに参加するのか？　って、そういや参加できる年だったか？」

「……十九、です」

　嫁取り祭りである宵祭りは成人である十八歳にならないと参加できない。十九歳なら参加できる年だ。

「去年は行かなかったのか？　見かけなかったと思うが」

　ゆるゆると首を振った。

「……その……家の外で、待たれていて……怖くて……」

「……ああ、なるほど」

　もしかして興味から見物にくらいは行こうとしたのかもしれない。だが、おそらく彼女に告白しようとした男たちが複数待ち構えていたのだろう。そんな状況は、気のない彼女からしたらむしろ恐怖だし困るものでしかなく。結局は行くのを断念したのだろうと推測された。

「今年は？　行くのか？」

　何気なく訊いたダグラスの問いに、ティエリは黙り込んだ。迷っているのか悩んでいるのかよく判らない。

　返事がないので無言で歩いていると、しばらくしてからぽつりとティエリがつぶやいた。

「……ですか？」

「ん？　なんだって？」

「……騎士様は、参加、されるのですか？」

「俺？　ああ、どうかなー。祭りの警備には確実に駆り出されるけどなあ、休みには出たけりゃ出ていいってコトにはなってるから酒呑みにくらいは出るかもな。去年も一昨年もそうだったし」

　三日間の祭りの間、騎士は基本二日は警備に駆り出されるが、一日は休みを与えられる。だが祭りだからと遊びに繰り出すので、結局三日とも現場にいるというのが騎士のお約束のようなものだ。そう言うと、ティエリはなにか考えている様子だったが黙り込んでしまったので、結局なにを訊きたかったのかよく判らない。

　そうこうしているうちに、先方の家に到着する。

　ティエリは遠慮したが、心配なので用事を済ませるまで待って仕立屋まで送ることにした。十五分もかからず戻ってきたティエリは再び仕立物を抱えていた。心無しか嬉しそうに見える。

「終わったのか」

「はい」

　一度着てもらってのサイズ確認と、刺繍のデザインを見てもらうことが目的だったようで、どちらもＯＫが出たのでそのまま最後まで仕上げて次は納品ということだった。

「随分手間をかけるな。余程手が込んでるものなのか」

「はい。でもせっかくだから気に入っていただきたいし、良いものにしたくて」

　微笑むティエリに、ダグラスが笑う。

「おお、いい笑顔だな。ティエリも立派な職人魂があるじゃないか。そういや今日の服の刺繍も手が込んでて綺麗だし、さすがは店一番の腕利きだけある」

　途端に、かあっと真っ赤になるティエリのカオが包みの陰に隠れる。

「……か、からかわないでください、騎士様……」

　照れるティエリが可愛くて、ダグラスはくっくっとしつこく笑った。こんな彼女は初めて見る。歩き始めてからもまだカオの赤いティエリはずっとうつむいていて、ニヤニヤ笑いの納まらないダグラスは自分より頭一つ以上低い位置にある彼女のアタマのてっぺんに手を乗せた。

「ほら、謝るからいい加減カオ上げろ」

　だが、ますますカオが赤らむティリエの様子に、もしかしてこの手が悪かったのかと慌てて離した。女性の身体に不用意に触らないように！　とジェイドに言われてそれなりに気をつけていたはずだが、ついやってしまった。

「あ、悪い、嫌だったか」

　ふるふると首を左右に振ったティリエに安堵したダグラスだったが、ふと、どうして自分は安堵したのかと小首を傾げる。

「……騎士様なら……」

　そっとつぶやいた言葉の続きは、なんなのか。不意に気になる。

『騎士様ならいい』と解釈したくなった途端、猛烈に気恥ずかしくなってダグラスは声を跳ね上げた。

「ああ、それ、その騎士様ってのだけどな。いいからダグラスって名前で呼べよ。確かに騎士だけど、俺は元々はそんなガラじゃない。ずっと呼ばれてたけどどうもむず痒くってなー」

　以前から思っていたことを口にする。

　砦にいる三百人近い男たちは料理人や下働きなどを省けばほぼ騎士で、『騎士様』と呼ばれたらほとんど全員が振り向くことになる。そのうちの一人といえば実際その通りなのだが、これだけ関わり合っていて区別を付けてもらえないのはちょっと不満だった。

　街の人たちだって仲良くなれば騎士でも名前呼びをする。異性とはいってもそれほど躊躇う事案ではないはずだ。

　ぱっちりした目を丸くして、それからじわりとカオを赤くしたティエリは、微かな声で言った。

「……ダグラス、さま……」

「ああ、様も付けんでいい。俺も平民で貴族じゃないから敬称は要らん。呼び捨てでいいぞ」

「……そんな、無理……えと……ダグラス、さん……」

「おう」

　にっと笑ってやると、なにが恥ずかしくなったのかティエリは包みでカオを隠してしまった。

　耳まで赤いティエリが可愛くて、ダグラスはずっとニヤニヤしっぱなしだ。

「ほれ、いつまでもカオ隠してると前が見えなくて転ぶぞ。なんなら手ぇ繋ぐか？　ちゃんと店まで連れてってやるぞ？」

　途端に、ひうっとかなんとか悲鳴みたいな声がして、ティエリがぶんぶん首を振った。嫌がっているわけではないのはダンに対する態度や雰囲気とまったく違うから判る。笑いながら冗談だと言えば、ちょっと拗ねたように視線を逸らせた。

　なんだかもう、可愛くてしょうがない。

　久しく感じたことのない感情を揺さぶられながら、ダグラスはティエリとの午後の散歩を仕事であることを忘れて楽しんでいた。
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　基本的に平和なこのアローナという街ではあまり大きな揉め事は起こらない。

　だが、さすがに祭りともなれば余所者も来るし、いつもと違う特別感が人を高揚させるのだろう、何倍も揉め事や喧嘩が多く、その結果、街の治安を預かる騎士はなにかと駆り出され、大変忙しいこと極まりない。

　当然それはダグラスたちの隊も同じで、一日目の警備の忙しさは半端ではなかった。

　普段は街の外、周辺の森の中などの巡見人員を少し減らして街なかの哨戒にまわしているものの、国境の警備は人を減らすわけにはいかない。人口が膨れ上がる数日の祭り期間、毎年人員のやりくりになかなか苦心している様子が窺えた。とはいえ祭り開催中に一日は休暇がもらえるとあって、それほど士気が低いわけではないのが救いというものだ。

　ダグラスの隊は二日目に休暇の予定だったのだが、祭り前日になって急遽三日目に変更になったと上から通達が来た。

「ヤバ。どーしよ」

　通達を聞いたジェイドがぼそっと呻いた。隣にいたのでそれが聞こえたダグラスが訊く。

「なんだ、どうかしたのか？」

「あー、いや、こないだ知り合いに二日目が休みだって言っちゃったよーってね」

「なんだ、誰かと約束でもしてたのか」

「そうじゃないけど、まあ、ちょっとね。うーん、どうしたもんかな」

　苦笑いするジェイドだが、はっきりものを言わない辺り、女性絡みだろうか。

　だが、こんな多少の混乱はよくあることだ、仕方がない。

　二日目も一日目と同じように二人一組での哨戒だ。今日もダグラスはジェイドと組んでいた。

　もうすっかり日も暮れて、まだ鐘は鳴っていないがそろそろ宵祭りが始まる頃合いだ。

　昨日はがっつり祭りの最中のド真ん中にいたから揉め事も多かったが、今日は祭りの現場ではなくそこから離れた場所を哨戒している。通りを一本二本入っても開いている店はあるし賑やかだからまだいいが、それより更に奥、街外れや森に近くなってくる辺りまで行けば当然人影もまばらだ。

　この街の者は呑気者や善人が多いが、それでもこんな浮ついた空気に当てられて出来心で余計なことをすることもある。

　だからこその、こんな時だからこその、こんな街外れまでの哨戒だった。

「ま、こんなもんじゃね？　そろそろ砦に戻るか」

　街の外周に近い場所まで裏道からぐるりとまわり、街道まで出たところでジェイドが伸びをした。今のところ、特に不審な者も発見されず、昨日や昼間に比べれば格段に平和な哨戒任務だ。

「そうだな。帰りはそこの橋を渡って北へ、川沿いを行くルートで」

「はいはい。あー、早く仕事上がって酒呑みてー」

「まだ引き継ぎまではだいぶ時間あるぞ」

「判ってるよー。でもホントなら今日が休みだったじゃーん？」

　与太話をしながらも気は抜いていない、歩く速度は速いが目と耳は常に外に向けている、それが叩き込まれている騎士の習性だ。

　わざわざ賑やかな場所を避けるようにして街の外周や無人の小屋や家を覗きつつ歩く。勝手に入り込んで宿代を浮かそうとした商人がいたこともあるし、街の宿が取れなくて止む無く無断で泊まっていた観光客がいたこともあった。だが幸い今年はそんな奴らもいないようで、平和な哨戒で終わりそうだ。

　だから、少しだけ気が緩んだのだろうか、不意にジェイドが訊いてきた。

「なあ、ダグ。おまえさあ、結局年明けどーすんの？　王都に帰る組？　居残り組？」

「あ？　唐突だな。いきなりどうした？」

「ちょっと確認したかっただけ。どーすんのかなあってさ。決めた？」

「まだ。帰りたくないわけでもないし、別に居着きたい理由もない。どっちでもいい。おまえは？」

「俺は居残り組――」

「意外だな、早く王都に帰りたいんだと思ってたが」

「うん、ちょっと前まではね。でもねー、やっぱ好きな子できたら変わるじゃん？」

「え、なんだよおまえ、彼女できたのか!?」

「いや、まだ片想いだけどさ。無理っぽいと俄然やる気出ちゃうんだよなー、俺」

「どういう意味で無理っぽいのかは敢えて聞かんが、まあがんばれ」

　苦笑気味に言ってやると、ありがとーがんばるよー、と笑いながら応えたジェイドは続けた。

「で、ダグは？　気になる子とかいないの？　ティエリとか」

　しれっと出された名前に、ダグラスは一瞬息を止めて、それから努めて平静に応えた。

「……なんでそこでティエリを出す」

「気になんないの？　あんな可愛い子。慕われてるのは判ってんでしょー？」

「そういう意味でかどうかなんて判んねえだろ」

「いやいや、普通そう思うでしょ」

「だからってそう簡単に手なんか出せるか。やっと慣れてきた男で唯一の味方だと思われてるだけだったら、あいつの男性恐怖症が加速する」

「あー、自分の気持ちは認めるんだ？」

　言われて初めてそういう意味に取れると気が付いて、それからやっと自分の気持ちを自覚した。いや、正直に言えば薄々気付いてはいた。ただ、明らかに男を怖がっている彼女にとって、大柄で強面のごつい男である自分は人一倍男っぽさを感じさせる見てくれで、むしろ忌避したい方ではないかと思う。

　せめてジェイドみたいに見た目は綺麗めの優男の方がいいのではないかと思っていた。

　だからおそらく望みはないだろうと初めから勝手に諦めて、自分の気持ちは見ぬふりをしていた。だが、諦めるということは内心では欲していたということで。

　気持ちを認めたら急激に恥ずかしくなってきて、思わず口元を隠すように覆う。

「ああ、そうだよ！　ちくしょう、ガラに合わんことを言わせるな」

「いいじゃん、別に恋はガラでするもんじゃないでしょ」

「そうかもしれんが気恥ずかしい！　あーもう、暗くて良かったわ」

「惜しかったなー、真っ赤っかなダグのカオが見たかった」

　ジェイドがおもしろそうに笑い、ダグラスがこの野郎と毒づく。

　しばらくそんな話題を肴に哨戒を続ける。もう祭りの広場の喧騒も近づいてきていた。

　それを回避するように迂回して砦の方へ戻る道に行きかけた時、脇の道から人が飛び出してきて、それを咄嗟にダグラスが受け止めた。

「おっと、気をつけろ、危ない」

「すみません、あ、騎士様方！　良いところに！」

　ぶつかったのは年配の男性で、たぶんダグラスの父くらいの年頃だろうか。その男性が騎士二人を認めてあからさまに安堵の表情を見せた。

「どうした？」

　不穏なものを感じて短く訊くと、男性は不安そうに来た方向を振り返った。

「いやね、さっきそこで男が女ぁ担いで歩いてく姿が見えてね、どう見てもなんかヤバげで。女の方が泣いて嫌がってたみたいでマズいんじゃないかと思ったんだけどどうも刃物持ってそうで、怖くて騎士様方を捜してたんでさ」

「判った、通報感謝する」

　即座に男性が指差した方へ向かって駆け出した。二人ともさっきまでの緩さなど微塵も残っていない。

　空き家や人気のない場所を哨戒する理由のひとつはこういう事態だった。

　アローナの風習として、この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。今はそこまで厳しくはないものの、それでもやはり女性が身体を許すのは夫になる男だけだと言われるのは変わらない。

　それは女性が貞操を大切にするという意味で美しく慎ましい風習だが、それを逆手に取ることを考える不埒な男が存在するのだ。

　いくら口説いても靡かない女性を意地でも自分のモノにするためにはどうしたらいいか。

　答えは簡単だ。貞操を奪ってしまえばいい。

　無理矢理にでもその身を汚してしまえば、風習故に女性の親がその男の元へ嫁げと言い出すからだ。

　この街において性犯罪は特に忌避され厳罰に処されるし、犯罪者は世間的にかなり厳しい目に晒される。それを回避するためにも男が責任を取って彼女と結婚すると言えばそれは成立してしまうのがこの土地の常だった。土地柄とはいえ、それは女性本人にとってはあまりに理不尽で苦痛で残酷な話でしかない。他に好きな人がいれば尚更だ。

　基本的にこの街の人たちは呑気で平和が好きだが、そんな不埒な輩も稀に存在する。そして普段はそんな奴ではなくとも祭りの雰囲気や酒が入ることで気が大きくなるのか、愚かな行為をやらかす者が現れることがある。

　ただでさえ余所者の多い時期で、その余所者がやらかすこともあるが、それでも犯罪であることは間違いない。そして、それを可能な限り回避するために、騎士たちはこんな街の端まで哨戒をしているのだ。

　男性が示した方には確か放置されている農業用の作業小屋があったはずだ。そこか、と当たりをつけて向かう。連れ込まれているのならば急がねばならない。

　たどり着けばその小屋の入り口が半分くらい開いていた。そして中から騒々しい音やら声やらがして、誰かがいることは間違いなかった。

　とはいえ件の二人ではない可能性もある。同意の上でしけ込んでいる恋人同士だったら邪魔するのは野暮だ。だが。

「おとなしくしろよ！　暴れるんじゃねえ！　もう観念しな！」

「いやっ、離して！　いやあ！　誰か助けて！　やあああ！」

「でっ！　なにしやがる、このアマ！」

　ばしんと引っ叩くような音がして再び騒々しく物音がする。

　間違いない、どう聞いても男が無理矢理連れ込んだ女に無体を働こうとしている最中だ。

　騎士二人は入り口近くまで足音を忍ばせて寄る。剣を抜くかと目で訊くジェイドにダグラスは首を振り、素手のままで踏み込むタイミングを計る。狭い小屋の中では長剣は却って身動きに邪魔になることもあるからだ。

　びびーっという布を裂く音がして悲鳴が聞こえる。

　本気でマズいと飛び込もうとした時、聞こえてきた叫び声にダグラスが一瞬凍り付いた。

「きゃあああ!!　助けて！　騎士様！　ダグラスさまあっ!!」

　途端に、脳みそが沸騰したかのように怒りが膨れ上がり、振り切れた。ジェイドの合図もなにもかも吹っ飛んだ。

　気付けば小屋の中に乱入したダグラスは、踏み込んだ先で女性に馬乗りになっていた男の襟首を捕まえ力尽くで引き剥がして外に放り出し、怒りのままに男の顔を何度も殴りつけていた。言葉にもならない悲鳴を上げる男が誰だろうが知ったことではなかった。ただその汚い手で彼女に狼藉を働き、汚そうとしたその事実が許せなかった。

「ダグ！　そこまでだ、ダグラス!!　それ以上殴ったら死んじまうだろ！」

　いきなり背後から羽交い絞めされ、それがジェイドの声だと気付いた時には男は既に殴られすぎて気を失ったのか、ぴくりとも動かない。

　よく見ればダグラスも見知った男、ドラ息子のダンだった。

「こいつは俺が捕縛しとくから、おまえは彼女んとこに行ってやれよ」

　言われて慌てて振り向けば、身を起こして呆然とその場に座り込んでいるティエリがいた。

「ティエリ！」

　小屋に踏み込んで膝をついたダグラスは彼女の姿を見て、鬼のようだった形相を痛ましげに歪ませると自分のマントを外して着せかけた。

　服は砂埃で汚れ、胸元が無残に引き裂かれていて、その場所を両手で握って隠している。頬が腫れ、口元が切れて血がついているのは引っ叩かれた痕だろう。髪はぐしゃぐしゃ、顔も涙でぼろぼろのあまりにも哀れな姿はダグラスの怒りを再燃させる。

　ティエリの潤んだ目がダグラスを見上げた。そして一気に決壊する。その途端、我慢できずにダグラスはその細い身体を掻き抱いた。ティエリもダグラスの胸に縋りつく。

「……ダグラスさま……こわかった……っ！」

　強く抱き締める。震える身体をなにからも護ると言わんばかりに力強く囲い込んだ。

「大丈夫だ。もう大丈夫だから安心していい。俺がついてる、もう怖くないからな……！」

　言い聞かせるように告げれば、うなずく気配がして、縋りつく手に力が籠もった。

　すっかり頼り切られていることを嬉しく思うよりも、こんなに必死にしがみつき嗚咽を漏らす彼女の味わった恐怖を思うとあまりにも可哀想で切なくて、ダグラスはティエリが泣き止むまでずっとその腕を解くことができなかった。
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　捕縛されたダンは砦に護送された。

　殴られすぎて酷い有様だったダンは、他の騎士が応援に来てくれた頃には目を覚まし、ふらふらな状態だったものの無理矢理歩かされて連れて行かれた。

　ジェイドが必要以上にダンを小突いていたのを他の騎士が見逃す程度には、みなが騎士であっても性犯罪者を侮蔑して扱いがぞんざいになっていた。もしかしたらダグラスとティエリのことを知っているからこそ、余計に騎士たちが冷たかったのかもしれない。

　これからダンには厳しい沙汰が待っているだろうが、自業自得というものだ。

　ティエリはダグラスが抱えて砦に連れ帰った。恥ずかしがって必死に自分で歩くからと言うティエリに頑として医者に見せるまではダメだと言い渡し、マントに包んだまま大切にお姫様抱っこで運ぶ。その様を、他の騎士たちは半分微笑ましく半分は生温かくも羨ましく見送った。

　砦には医師が常駐しているが、祭りの夜には年配の女性看護師が呼ばれている。女性の被害者や怪我人のために、男性の医師だと抵抗があるだろう者のための措置だ。

　ティエリはシャワーを借り、看護師の診察を受けて手当てをしてもらった。顔を殴られ、服を破られて身体を触られたもののそれも被害は上半身のみ。下着に手をかけられる前であったために最悪の状態まで至らなかったのが不幸中の幸いというものだった。

　騎士たちは――ダグラスはティエリの貞操を守ることにはかろうじて間に合ったのだ。

　看護師が部屋を出たのと入れ替わりに、保護された者の休憩室として使われている部屋にいたティエリを、ダグラスが見舞った。休憩用の簡易ベッドと椅子と丸テーブルがあるだけの簡素な部屋だが、それでも砦の中というだけで随分安心感があるように見える。

「どうだ、少しは落ち着いたか？」

　カオを出したダグラスに、身づくろいが終わって椅子に座っていたティエリはうなずいた。服は借り物の白いブラウス、髪も服も整えられて普段通りと言いたいところだが、頬にはガーゼが当てられていて痛々しい。ダグラスは難しいカオでその上を掌で覆った。

「……痛くないか」

「ちょっとは。でも大丈夫です」

　微笑むことができる様子のティエリにほっとする。華奢な女の泣きじゃくる姿は見るに忍びない。

　狭いテーブルの上にあったティエリの鞄と破られた服を入れた紙袋をベッドの端によけて、ダグラスは持っていた包みをテーブルに置いた。下働きに急いで買ってこさせた祭り名物の焼き菓子だ。一緒に提げてきた水差しから温かいお茶をマグに注いで菓子の隣に並べる。

「よかったら食えよ。こういうの、女は好きだろ」

「ありがとうございます」

　嬉しそうに微笑んでひとつ摘まむ、食べてまた微笑んでくれる、これだけのことがなんでこんなに嬉しいんだろうと、ダグラスはぼんやり思った。

　彼女を眺めているとふとその視線がこちらを向く。

「……あの、ダグラス様も食べませんか？　よかったら一緒に」

「ああ、じゃあ一個だけもらう」

　差し出されてそれを口に放り込む。もぐもぐ咀嚼してから苦笑した。

「ところで、なんでダグラス様なんだよ。呼び捨てでもいいっつってんのに」

「……え、あの、ごめんなさい……」

「いや、謝らなくてもいいけどさ、そんなガラじゃねえって言ったろ、前に」

　苦笑するダグラスだが、ティエリはふるふると首を振った。

「そんなことないです。ダグラス様は素晴らしい騎士様です。私が一番信頼している素敵な騎士様です！　……っ、ごめんなさい、こんな大声……」

　勢い込んだことが恥ずかしくなってうつむくティエリ。いつもは小さな声なのに、こんな時だけやたら明瞭にはっきり正面切って言われて、さすがにダグラスも照れくさくなった。

「……いや、ありがとな、そんなに俺を頼りにしてくれてるの、すごく嬉しいよ」

　つい、ぽん、と髪に手を置いてから、慌てて手を離して下がってベッドに座る。さっき抱き締めたからだろうか、距離感がおかしい気がする。

　なんだか傍にいるのが照れくさいと思ってから、そういえば今、この部屋って二人だけだと気付いたらますます落ち着かなくなった。

「ええと、俺と二人でいるの、平気か？　怖くないか？　傍にいるのが女の方が落ち着くならさっきの看護師さんとか呼んでくるけど」

「いえ、ダグラス様……ダグラスさんがいいです」

　また様付けで呼ばれたので軽く睨んだら、ティアリは慌ててさん付けに言い直してくれた。そんな些細なことも嬉しいと思うのは、現状じゃマズい。妙にテンパってきて、とりあえず言わなきゃいけないことだけ先に言おうと口を開く。

「ええと、今日のところは落ち着いたら俺がおまえを送ってくからな。ホントはさっきの件の調書を作らないといけないんだが、さすがに今は話したくないだろ。明日にでも改めよう。男の俺に話すのがイヤなら、それこそ看護師さんにでも聞いてもらえるから心配するな」

「はい、ありがとうございます」

「ああ、あと明日だけど、今日の明日で一人では出歩きたくないだろうから俺で良ければ迎えに行く。それが終わったら、よかったら昼間の祭り見物に行くか。俺、明日休みだからさ、護衛も兼ねて」

　勢い早口に誘いの言葉を口にする。できればうなずいてほしかった。誘ったといっても昼間の祭りだ。宵祭りじゃない。そこまでいきなり無理は言わない。

　だが目を見開いて頬を染めたティエリが、ふと気付いたというように小首を傾げる。

「あ……あの、ダグラスさん……」

「ん？」

「あの……お休みって今日だったのでは……」

「ああ、そうだったんだけど土壇場で明日に変更になってな、今日は朝から街中の哨戒任務だった。って、なんで知ってるんだ？」

「……あ、その、ジェイド様が先日教えてくださって……」

　そういえば休みが変わったと決まった時、知り合いに休みの日を教えたと言っていた。彼女のことか。ティエリは申し訳なさそうにうつむいた。

「……じゃあ、私のせいでお休みまでお手を煩わせることに……。あの、ご迷……」

「迷惑なんかじゃないからな、別に」

　言いかけた言葉をぶった切ってダグラスが強く言う。でも、と続けようとするティエリだがダグラスは言わせない。

「間違えるな、今回の件はおまえのせいじゃない、あの下衆野郎のせいだ。おまえはひとつも悪くないから申し訳ないとか思う必要もない。そもそもおまえは被害者なんだから、素直に気を遣われてろ。明日だって、俺がやりたいからやるんだし他の奴に譲る気もない。だから謝ったりするな。それとも、おまえは俺が迎えに行くのも一緒に祭り見物するのもイヤか？　頼りにしてくれてるっつってもやっぱ俺のことまだ怖いんじゃないのか。正直に言ってくれていい、イヤなら取り消す」

　途端に勢いよくティエリが首を左右に振る。それを見てほっとしたダグラスは、やっと笑顔に戻った。

「じゃあ、おまえは俺を護衛につけて大手を振って遊びに行けばいい。俺に遠慮なんかするな」

　目を瞠っていたティエリは、妙に恥ずかしげなカオで、それでもこくんとうなずいた。

　なんでそんなに恥ずかしそうにするのかと自分の台詞を思い返して、ダグラスはつい、内心で自分にツッコんだ。

　……譲る気はないとか俺に遠慮するなとか、俺は彼女のなんなんだよ。

　自分でも恥ずかしくなってきて、それをティエリに気付かれる前になんとかごまかそうと視線をうろうろさまよわせ、慌てて取り繕うように新たな話題を探した。そしてふと目に入ったティエリの服に気付いてそれに縋る。

「それにしてもさ、なんの装飾もない真っ白のブラウス姿のティエリって、ある意味レアだよな。それはそれで悪くないけど」

　え、とつぶやいたティエリははにかんだ。

「……つい、手を入れてしまいたくなるんです」

「刺繍とかレースとか、ホント器用だよな、おまえ。俺はそっちの方は全然ダメだわ。破れた繕いもんくらいはしょうがないからどうにかやるけど」

「……あの、私でよければお直しとかお手伝いします」

「おう、そのうち機会があったら頼むわ。ああ、でも隊服に刺繍とかレースはさすがにマズいから付けるなよ」

「さすがにそれはしません」

　言ってからくすくすとティエリが笑うので一緒に笑えた。やれやれだ。

　ふと、笑みを収めたティエリがダグラスを見た。

「……ダグラスさんだけだったんです」

　視線でナニがだと問うと、ティリエは淡く微笑んだ。

「他の騎士の方々も街の人たちも男性はみんな、私の容姿のことをいろいろ言います。でも私、内気で引っ込み思案で人と話すのは苦手で、性格はダメダメなんです。自分でもそれが判っているので外見だけで求められるのがすごくイヤで、だから余計に見た目だけで寄ってくる男性を拒否していました。でもダグラスさんは初めてお会いした時、真っ先に私の着ていた服の刺繍を褒めてくださったんです」

「……そうだったか？」

　うなずくティリエを見てふと思い返す。ああ、そうだった。

　見るからに美少女のティリエがダンに絡まれていたところを間に入って追っ払ってから、怯えている彼女の気をなんとか紛らわしてやりたくて、ふと目に付いた服の胸元の複雑な花模様の刺繍を褒めた。驚いて目を瞠ったその表情にもしかして自分でやったのかと訊いたらうなずいてくれた。すげえ上手いなと笑ったら彼女ははにかんでいて、どうにか怯えが収まった様子にほっとした。それが嬉しくて、次に会った時も襟元や袖口のレース編みの飾りが繊細で可愛いと褒めたら嬉しそうに微笑んでくれた。単純に話題のネタとしてだけでなく、素直に技術として上手いし素晴らしいと思うからこその言葉だった。だからその次からも気にするようになったし、すごいと思えばそれを素直に褒めた。

　どんなにジェイドや他の騎士が容姿を可愛いと褒めても反応しなかったのにダグラスが相手だと控え目ながらも話してくれることに、正直優越感を覚えないでもなかった。だが、それがどうしてなのかはずっと判らなかったのだが。

「嬉しかったんです。見た目じゃないところで私を認めてもらえた気がして」

　ティエリがゆっくりと言った。

「刺繍やレースって、別になくても服として成立するものです。だからでしょうか、男の人ってなかなか気付いてくださらないし、あまり気にもされないと思います。でもダグラスさんはいつも気付いて褒めてくださいます。私のこだわりや気を遣ったお仕事を気付いて肯定して認めてくださいます。要らないものじゃないって思ってくださっているのがとても嬉しいんです。刺繍の技術と一緒に私の存在をも肯定していただいているみたいで」

　小声でもいつになく饒舌に気持ちを語ってくれるティエリをダグラスは目を丸くして見つめる。

「ダグラスさんは優しくて、私なんかにも気を遣ってくださいます。それがいつもとても嬉しいのに、私、その気持ちをなかなかちゃんと言えなくて」

　きゅっとスカートの上で手を握ったティエリは、恥ずかしげに、それでも微笑んだ。

「ダグラスさん、いつも優しくしてくださって、ありがとうございます」

　それからちょっとうつむいて。

「……だ、だから、その、知らない女性の方より、ダグラスさんに傍にいていただいた方が……私、安心できます……」

　言い切ると同時に、かあっと真っ赤になって縮こまるようにうつむくティエリのつむじを見つめて、ダグラスは驚きのあまりに固まった。それから急速に湧き上がる嬉しさに舞い上がる。

　彼女がそんなふうに自分のことを認めてくれているとは思っていなかった。

　さっきの正直に言えといったその返事だということは判ったが、それをこんなふうに返してくれるなんて思いもよらなかった。

　急速に溢れる嬉しさは愛しさとなり、目の前の華奢な身体を抱き締めたい衝動に駆られるが、さすがにダメだと必死に自制する。だが、ダメだと思うほど先程助けた時に抱き締めた彼女の感触を思い出してしまって、どうにも落ち着かない。

「そ、そう、か。なら、いい。俺で良ければ、いくらでも傍にいてやるよ」

　するとティエリが嬉しそうにはにかんでこくんとうなずく、その仕草がまた可愛らしい。

　……ちくしょう、なんでこんなに可愛い!?

　なんだか追い詰められた気分のダグラスは、どうしたらいいのかと必死に考える。このままじゃ手を出したくなる。だがそれじゃあの下衆野郎と同じになっちまう。冗談じゃない、それだけは願い下げだ。

　煮えたアタマで考えるがなんにも思いつかないダグラスは、所詮そういう意味では女性慣れしていない野暮天だ。結局素直に降参した。

「だが、もうだいぶ時間も遅くなってきたな。あんまり遅くなっても親御さんが心配するだろうし、落ち着いてきたみたいだから今日のところはそろそろ家まで送っていこうか、ティエリ」

　逃げに走った言葉ではあるが、実際のところそういつまでもここに彼女を留めておくわけにもいかないのは事実だ。もう少し一緒にいたいなんて本音を口にするわけにはいかない。ティエリという被害者を自宅まで送り届ける仕事をするんだ、そうだ、これは仕事の一環だ。そう自分に言い聞かせる。

　だが、その言葉にはっとしてカオを上げたティエリは、明らかに嬉しそうな様子ではなくて。

　ダグラスは首を傾げた。

「……ティエリ？」

　戸惑いが入った呼びかけに、呼ばれた方はうつむいたまま視線を泳がせ、そしてきゅっと瞑る。口を開くが声が出ない。

「……どうした？　やっぱりまだ外に出るのは怖いか？　もしそうならまだここにいて構わないんだからな。俺はちゃんと傍にいてやるから、心配しなくていいんだぞ？」

　笑みは浮かぶようになったがまだ落ち着いたわけじゃなかったかと慌てて言い足す。彼女は被害者だ、妙な色っ気を考えている場合じゃなかったと反省した。

　なにかをずっと逡巡している様子のティエリが挙動不審気味にそわそわとしているのを不思議に思いながらも、ダグラスは我慢強くなにか言ってくれるのを待つ。

　どう見てもさっきまでと違う意味でなにか不安げな様子のティエリが少しでも落ち着けばと思い立ち、ベッドから立ち上がったダグラスがマグに茶を足してやろうとテーブルに寄った。

　その行動をどう取ったのだろうか。突然ティエリがダグラスの服の裾を掴んだ。

　びっくりして振り向いたその先に見たのは、指先の色が変わるほどにしっかり握られた隊服の裾。そして、なんだかものすごく思い詰めた様子のティエリの真っ赤なカオ。

「…………お願いです。上書きを、してください」

　わずかに開いた唇から零れ落ちた言葉に、ダグラスが固まった。
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　思い詰めた表情と上書きという単語を果たしてどう取ったらいいのかを計りかねて、ダグラスの眉間に皺が寄る。

　ティエリが必死に続けた。

「……このまま帰ったら、私、一人になった時きっとあの人にされたことを思い出してしまいます。そんなのは嫌だし怖い。お願いです。ダグラスさん、その記憶を上書きして消してください」

　触れてほしいと。

　ダグラスにダン以上のことをして記憶を書き換えてほしいと。

　ティエリの言葉を理解して、ダグラスは今度こそがっつり固まった。

　声は小さく、しかし覚悟を含んでいて、戯れに言った言葉ではないことは理解するが、それは当然はいそうですかと聞けるような内容でもない。まして、この街の風習を知っていれば尚更だ。

　自分を慕い信頼してくれているのは判っていても、それが恋でないのなら手を出すのは躊躇われた。自分の想いは自覚していても、それでなし崩しに彼女を棚ボタで手に入れるのならあの下衆野郎となにが違うというのか。

　煩悩と欲望を理性が凌駕する。まだそんなやせ我慢ができるだけ男と騎士としての矜持は残っていた。

　ダグラスは指の色が変わるほどにしっかり握られた裾の手を、自分の手を被せて捕まえた。ダグラスの大きな手はその華奢な手をまるっと包んでまだ余る。

「おまえ、自分の言ってることが判ってるか？　気持ちは判らんでもないが自棄になるんじゃない。旦那になる男にしか見せないんだろ、ならそん時までちゃんと取っとけ。そんなこと軽々しく言うんじゃない」

　諌めるつもりで言ったが、その手は離されることはなく、逆に離すまいと更に力が籠もったようだ。

　ふるふると首を振るティエリは引くつもりはないようで。

「判っています。自棄じゃない、軽々しくもないです。ダグラスさんじゃなきゃイヤなんです」

　涙声になりそうなのを我慢して声が震えている。

　そして、伏せられていた瞳がダグラスを見上げた。

「私、ダグラスさんが好きです」

　潤む瞳が揺れるのをダグラスは見つめた。まさかと思ったその言葉は、続く言葉に否定された。

「私じゃダメですか？　私なんかじゃダグラスさんの恋人にはなれませんか？　ご迷惑ばかりかけている面倒な女じゃ好きになってもらえませんか？」

「待て、ちょっと待て！　落ち着け！」

　むしろ自分が落ち着くために声を張り上げた。

　それをどう取ったのか、ティエリの瞳がみるみる涙で満たされだしたのに更にダグラスが慌てる。

「いやいやいや、待てって、泣くな！　ダメじゃない！　むしろ嬉しい！　俺なんかで良けりゃ喜んでだ！」

　勢いで言ってから、俺ナニ勢いで返事してる!?　と脳みその片隅で妙に冷静な自分がツッコむ。

　だが、彼のその言葉を聞いたティエリは、大きな目を更に丸く見開いてダグラスを見上げていた。

「……本当、ですか……？」

　急激に照れくさくなって、あーもう、と天を仰いだダグラスは、苦笑交じりにうなずいた。

「俺の方が、ホントに俺なんかでいいのかなんだが。こんなでかくてごつい男、本当はおまえ苦手だろ」

「もうダグラスさんなら平気です。ダグラスさんがいいんです」

　涙を浮かべた目で微笑まれて、ダグラスは気恥ずかしさにカオを手で覆った。いきなり叶った想いが急展開すぎてなんだか眩暈がしそうだ。

　ジェイドに、やったじゃん、とニヤニヤ笑いをされそうで、なにやら実に落ち着かない気分だ。

　だが落ち着かないことをティエリに悟られるのもカッコ悪くてどうしようと思ってから、そういえばまだちゃんと自分の想いを口にしていないと気が付いた。

　祭りの夜に想いを交わすのはこの土地の女性たちの憧れだ。こんなイレギュラーな状況だったとはいえ女性の方から言わせたことを騎士としては少し情けなく思う。

「すまない、俺の方から改めてちゃんと言わせてくれ。告白の花は今はないけど、欲しいんなら明日改めて用意する」

　いつの間にか緩んでいた裾の手を離させて両手で包む。その場に片膝をついてティエリを見上げて、ダグラスは真顔で真摯に告げた。

「好きだ、ティエリ。結婚を前提に、俺と付き合ってほしい。騎士の剣にかけて、生涯をかけておまえを護り、おまえだけを愛すると誓う。違えた時にはこの命をおまえに奪われても構わない。どうかこの誓いを受け取ってもらえないか」

　それは戦いくさを常としていた頃から伝わる、騎士から愛する者へ贈られる誓いの言葉。

　己の命がいつ消え失せるともしれない騎士が己の剣にかけて誓う言葉は、その命よりも重いとされていた。

　戦が遠ざかった今、その言葉は昔ほど重みはないのかもしれない。だがそれほどに大切な想いなのだと知らしめるために、騎士が告げる定番の愛の言葉だった。

　この言葉を、自分が彼女に向けて告げる日が来るなどとは夢にも思っていなかったけれど。

　その瞳からぼろぼろと大粒の涙を零しながら、ティエリはうなずく。惚れた女に泣かれるのは辛いがこんな涙なら問題ない。

　ありがとう、とつぶやいて、握った彼女の手の甲に恭しくくちづける。そこまでが誓いの儀式だ。
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　ひうっ、と悲鳴じみた声を上げるティエリに、自分でやっていて照れくさいダグラスが苦笑した。

「なんだよ、その反応。自分のこと抱けなんて大胆なコト言うヤツが、手の甲にキスくらいで悲鳴上げんな」

「そ……それはその……！」

　途端に真っ赤に茹で上がったティエリがうつむくが、いつも見上げているダグラスが今は下から覗き込んでいることに気付いたらしい。まっすぐ見上げられたその瞳の優しさが嬉しいのに恥ずかしくて、彼のカオをまっすぐ見られない。動揺のあまり慌てて横を向いて空いている手で口元を隠すように覆う。

　そんな彼女の動揺しまくりの仕草が可愛くてついカオが笑ってしまうのを自覚しながら、口元を覆っている方の手を捕まえて外し、それに慌てたティリエがこちらを向いたところですかさずくちづけた。

　離れても真っ赤なカオで身動きひとつできないティリエに、ダグラスはにっと笑ってやる。

「キスだけでこんな可愛い反応するのに、まだ手ぇ出してほしいか？」

　もう今日はいいです、と恥ずかしがって断ってくれるかと思ったが、そう言うとティエリは真っ赤なまま、それでもうなずく。

「……意外と強情だな」

　少々呆れ加減でつぶやくダグラス。ちょっと予想外だ。

　別にダグラスとて聖人君子ではない。好きな女を目の前にして据え膳を必死に我慢しているだけの普通の健康な成人男子だ。許されるのなら即座に押し倒して貪ってやりたいと思わないわけがない。

　だが、それを実行するにはいろいろと思うところがありすぎるわけで。

　うーんと唸って逡巡してから、ようやくダグラスは腹を据えた。

　やっと、騎士としての自分を引っ込めて、ただの男の本音を出すことにする。

「……判った」

　つぶやいて立ち上がると、ダグラスはいきなりティエリを抱き上げ、ベッドに寝かせた。

　突然の行動にがちんと固まったティエリのアタマの横に手を突くと、その顔を覗き込む。

「望み通り上書きしてやる。あの野郎が触っただろうトコを全部触ってやるから、嫌な思いは忘れて俺が触ったことだけ覚えてればいい。ただし今日は最後まではしない。怖いと思ったら言え。すぐ止める。嫌だと感じたら我慢するな。いいな？」

　最後までしないと言われて驚いたように目を瞠るティエリに、ダグラスは笑ってやる。

「本番は結婚してからだ。初夜の楽しみにしとこうぜ？」

　一気に真っ赤になったティエリに笑ってから、ダグラスは再びくちづけた。










　ブラウスのボタンを手早く外せば、そこに真っ白な胸元が現れてダグラスは思わず生唾を飲み込んだ。

　怖がらせないように、ただそれだけを思いながら必死に内心の欲望と戦う。

　キスを繰り返す。唇から頬、額、震えるまぶたを通って喉元から肩口へ。その度にびくびくと身体が小刻みに跳ねる。頬のガーゼを撫でながら唇を甘噛みする。

「……ん……ふっ……んん……んっ」

　鼻から抜ける甘い声が下半身に響く。胸を覆う下着の上から触れば、恥ずかしげに、んっ、と唸った。

　大きすぎない双丘は布の上からでも充分ふにふにと柔らかく動く。それでも直接触りたくて下着をずらせば、ふるりと揺れる白い乳房が現れて目が釘付けになった。

「やっ……！」

　恥ずかしげに声が上がるがそこから目を離すことなんてできるわけがない。片手で揉みながらその尖った先端を咥え吸いつけば、驚くほどに高揚する。

「んっ、んんんっ、んん！」

　舌先で舐め転がし、指先で先端を挟み捏ね回す。なんだかその行為が異様に嬉しくて楽しい。

　声を上げないように必死に口元を手で押さえるティエリの我慢の呻きまでも、下半身に響いてたまらない。

「声、我慢しなくていいぞ？」

　胸を咥えたまま言ってやるが、ティエリはいやいやと首を振る。自分の声が恥ずかしいのか、室外に聞こえるかもしれないのが嫌なのか。だがそんな必死に我慢する声もそそるのが判っていない。

　だいたい声を我慢するということは感じているということで、ダグラスにしてみたら嬉しさしかない。自分が嬉しくてティエリが気持ち良いのならばやめる理由などないわけで。

　ちゅうっと強く吸い上げてやれば、高く、んんんっ！　と声が上がる。

　あの野郎はドコをどれだけ触ったのだろうかと思ってから、どんだけ触ろうとそれ以上に感じさせてやればいいと開き直る。

　ひたすら口で胸を可愛がりながら、身体をまさぐり脇腹を撫でる。その度に薄い腹が波打ち、腰がくねる姿がたまらない。

　半分めくれ上がっていたスカートを素早くたくし上げる。腿に触れると明らかに身体の強張り加減が強くなった。するすると腿の外側を撫で、そして内側に手を伸ばすと、閉じられていた脚の間が思わずというようにきゅっと締まった。

「脚、緩めて？　それともやめる？」

　恥ずかしくてたまらないだろうに、やめると言われるとわずかに力を抜いてくれた。その脚の隙間にゆるゆると指を入れて擦る。

　キスで口を塞ぎながらソコに指を滑らせる。下着はしっとりと濡れていて、ちゃんと感じてくれている証拠が嬉しい。調子に乗って下着に手を入れるとその泉のナカにずぶりと指を差し込んだ。狭い。

「んんんっ、んんっ！　んーッ！」

　ぐちぐちと鳴りだす水音に合わせてティエリが呻く。

「もう素直に諦めて声聞かせてくれよ」

　必死に歯を噛み締めて耐えている様子のティエリが可愛くてたまらなくて囁いてやるが、そんなに恥ずかしいのかいやいやと涙目で小さく首を振る。

「ホント、意外と強情だな、おまえ。まあ嫌いじゃないけどさ」

　くすりと笑って、さていつまで耐えられるんだろうかとほくそ笑む。

　胸を責めながら泉の指を二本に増やし、更に掻き混ぜる。

　柔らかく絡み付くそのナカはきゅうきゅうと指を締め付け、そこに男の象徴を捩じり込んだらどんなに気持ちイイかと想像するだけで暴発しそうだ。

　痛いくらいに張り詰める自身がズボンから出たいと主張しているが、出してしまったら挿れたくなるのは当然で、約束したからには今日それを聞くわけにはいかない。必死に我慢しながらひたすら彼女の快楽を引き出し悦ばせてやることに集中することで、己の望みをねじ伏せる。

　ひたすら胸の先端を口で弄りながらすっかり水浸しになった泉のナカを指で執拗に擦り上げる。

　ぐちゅぐちゅと激しく踊る指がティエリを追い詰める。

　やがて呻く声が甲高くなって、我慢しきれず爪先や指先がびくびくと小刻みに震える。

「んん、んんんんっ、んー――――！」

　とうとう達したティエリは、だが結局、自分の手に噛みついてまで嬌声を上げることはなかった。
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「……どんだけがんばるんだよ、おまえ」

　噛み痕のついた手を呆れた目で見たダグラスは、まったくもう、と溜め息をついた。

「……ごめんなさい」

　しゅんとしているティエリ。

　イかせたのはいいものの、声を我慢しようとするあまり、ティエリが自分の手を噛んでいることにやっと気付くと、ダグラスは慌てて指を引っこ抜いた。

　思わず起き上がって手を掴まえてみれば、手の甲に噛み痕がついていてわずかに血が滲んでいる。官給品のハンカチで血を拭いて押さえてやりながらダグラスはカオをしかめる。

「だいたい、おまえのこの手は裁縫やレースをつくる大事な商売道具なんだろ。わざわざしなくていい怪我をしてんじゃない。次からは、噛みたかったら俺の腕でも肩でも噛んでろ」

「そ、そんなことできません……」

「ならそこまでして必死に我慢すんな。声なんか誰でも出すんだ、そんなに気にしなくたっていい。……なんか、本番が心配になってきちまった」

　ぼそりと言うと、ますます小さくなるティエリ。

　一応反省はしているみたいなので、ダグラスはその辺で追及を止めることにした。代わりに彼女の当初の要求について結果を聞いてみる。

「で、どうだ？　上書きできた？　これで無事安らかに眠れそうか？」

　途端にかあっとカオを赤らめたティエリは、か細い声で答えた。

「……はい……でも、違う意味で眠れなくなりそうです……」

「俺の指とか思い出して？」

　からかい口調で言ってやれば、真っ赤な頬を両手で隠しているティエリは実に可愛らしい。

「…………意地悪」

　ぼそりと拗ねた声で文句を言われてもそれすら可愛い。くつくつと笑いながら後ろから抱き締める。

「心外な。ちゃんと希望は叶えてやったし約束も守っただろ？　結構必死だったんだぞ、我慢」

　暗に本当は抱きたかったんだと告げれば、まわした腕を掴む手にきゅっと力が籠もる。

「……我慢、しなくてもよかったんですよ？」

　微かな声で言われて苦笑する。

「こんなムードもへったくれもないトコでか？　さすがにがっつきすぎだろ。それにアローナの女は本当なら結婚するまでは処女でいるもんなんだろ、ならそれくらい叶えるさ。俺だって少しは格好つけたい」

　そんなことを気にしてくれていたのかとティエリは目を丸くして、それから微笑んだ。

「ダグラスさんは、充分格好良いです」

「そう言ってくれるのは、たぶんおまえだけだぞ」

「……私だけでいいです。みんながダグラスさんの格好良いところを知ってしまったら、女の子にモテすぎて、私、あなたに振り向いてもらえなくなるもの」

「街一番の美人がナニ言ってんだか。可愛すぎてホントに手ぇ出したくなるからやめろ」

　照れくさくなって口を塞いでやる。独占欲の内容すら可愛すぎる。

　やがて、ささやかな沈黙の後、ティエリが口を開いた。

「……ダグラスさん……あの、これで、アローナに残ってくださいますか？」

「え？　なんのことだ？」

　突然言われたことの意味が判らなくて、ダグラスは訊き返した。訊き返されたことで今度はティエリが狼狽える。

「……え、あの、ダグラスさんが来年になったら王都に戻るって……だから私、引き留めたくて……」

「ちょっと待て？　俺はまだ決めてないぞ？　理由がないからだが、戻っても残ってもどっちでもいいってつもりだったんだ。誰にそんなこと聞いたんだ？」

「……ジェイド様に……」

「ああ、そうだな、ヤツしかいないな、うん」

　そういえばつい先日、そしてさっきもそんな話をしたと思い出す。だが、だからというティエリの意味が判らない。問うように視線をやってみたら、ティエリはしどろもどろで言った。

「……ジェイド様に彼女でもできれば残るって言うだろうけどねって言われて……。私なんかじゃ無理だと思ったけど、でもなんとか残っていただきたくて、だからもうお祭りで告白するしかないって思って、ダメ元で私……」

　つまり、ジェイドに煽られて思い詰めたティエリが、休みのはずだった今日、思い切ってダグラスに告白するために勇気を出してわざわざ祭りに出向いてくれたということか。それなのに休日が変わってしまったためにジェイドが焦り、その上運が悪いことに先にダンに見つかって、災難に遭ってしまったというのがここに至る過程だったらしい。

「……ジェイドのバカがすまない。あとで締めとく」

　再び溜め息をつくが、こうなった以上はジェイドのことだから『結果オーライじゃん♪』とでも言って笑いそうだと思う。

「ありがとな。あと、ごめん。おまえの方が余程カッコイイ」

　ダグラスを引き留めるため一生懸命動いてくれたティエリを、本当に愛しく思う。初めから無理だろうからと動く気のなかったダグラスの方が余程意気地がないというものだ。ふるふると首を振るティエリに笑いながら、ダグラスはそのアタマを撫でた。

　それからふと思い出したように、ティエリが恋人になった男を見上げた。

「……あの、ダグラスさん、フィタ、受け取ってくださいますか？」

　言われて思い出す。婚約を表すアローナの風習を言われて、ダグラスはうなずいた。

「ああ、つけてくれるか？」

　破顔すると、ティエリが情事のせいでベッドの下に落ちてしまった鞄を拾って中からフィタを出した。白と赤と青の糸で編まれたフィタは、隊の徽章の色だ。

　ティエリよりかなり太い手首に巻くと、それなりに長めにつくったのだろうにぎりぎりで、あまり余裕がない。恐縮するティエリにダグラスは構わんと笑った。どうせ結婚するまでの数か月のことだ。

「なあティエリ、デザインはなんでもいいけど、おまえの刺繍が入ったハンカチかなにかくれないか。できれば複雑なヤツ。レースがついてるとなお良い」

「はい、構いませんけど、でも、どうされるんですか？」

「実家に送る。嫁さんもらうって報告と一緒に、この手のことが大得意な超可愛い子だって自慢するためにさ」

　ぶわっと真っ赤になったティエリがいきなりおろおろするのを、ダグラスは楽しげに見遣った。

「なんでそんなに慌てんだよ。俺の嫁になってくれるんだろ？」

「あの、はい、それは喜んで、でも、その」

「おふくろが狂喜乱舞するぞ、絶対。兄貴の嫁さん、事務には強いけど裁縫あんま得意じゃないからな、おまえの腕なら間違いなく来年王都に連れて帰ってこいって騒ぐ。でもまあ、帰ってやらねえけど。おふくろにおまえ取られてたまるかよ。美人で裁縫の腕の立つ可愛い嫁さんだって思いっ切り自慢してやる。手が届かないトコで悔しがってろってんだ」

　言葉の端々に赤くなりながら微妙に言っている意味が判らなくて小首を傾げるティエリ。それに気付いてダグラスが解説してくれた。

「ああ、そういえば言ってなかったか。俺の実家な、王都で貴族相手の服飾関係全般の仕立屋やってるんだ。俺は死んだばあさんに似たらしく裁縫みたいな細かい仕事は全然向いてないみたいで苦手なんだが、生まれてからずーっとそーいうもんに囲まれて暮らしてたから見る目はあるみたいでな。だからおまえに初めて逢った時、服の刺繍に目が行ったんだろうな」

　新たな事実にティエリが目を瞠る。

「おまえの刺繍やレースの技術は王都でも充分通用するレベルだ。だけどそれを理由に実家に戻る気はないし、おまえがアローナにいたいならそう言ってくれればいい。それなら俺はここに残る。正直、結婚してもしばらくはおまえと二人だけでいちゃつきたいから、実家の親に邪魔されるくらいならむしろ帰りたくない」

　正直に言えば、ティエリはぼぼっと赤くなったカオをうつむかせながら、ぼそりと言った。

「……私も、そうしたい、です」

「よし、じゃ俺は居残り組になるってことで、あとはいつおまえんちの親に挨拶に行くかだな。ああ、そうだ、もういっそ今日、おまえ送ってったついでに言うか」

「ええっ!?」

　あまりの急展開にティエリがとうとう声を上げた。

　さすがに展開が早すぎる。いや、思い立ったら即行動か。

　驚きっぱなしのティエリを楽しげに引き寄せて、ダグラスは笑う。

「どうやら俺、今まで自覚なかったけど、かなりおまえのこと独占したいみたいだ。早く囲い込んでさっさと俺のもんにして独り占めして、俺の嫁だから近寄んなって他の男を排除したい気満々っぽいぞ。そーいう男の独占欲、おまえうっとーしくねえ？」

　わざと開けっ広げに明るく独占欲を暴露する。彼女を手に入れるのは無理だと思っていたからこそしまい込まれていた欲は意外に重いらしい。

　目を真ん丸にして言われた言葉を咀嚼してから、ティエリはダグラスの胸にしがみついた。嬉しすぎて泣きそうで、カオを上げられそうにない。

「……全然、問題なんてないです。いっぱい、独占、してください」

　可愛すぎる了承にたまらなくなってぎゅうっと抱き締める。

「よし、んじゃ、覚悟しといてくれ。愛してる、ティエリ」

　ダグラスは半ば無理矢理カオを上げさせて恋人の唇を求め、深くくちづけた。










　それから家までティエリを送り届けたダグラスは、本当に両親にその場で結婚を前提とした交際を申し込んだ。これまで何度も娘を助け護ってきたダグラスのことを当然知っていた両親は、それは喜んでくれて、諸手を挙げて大賛成してくれた。

　ダグラスの実家の方は、結婚の報告の手紙を出したところ、しばらくしてわざわざ母が確認に来た。送られたハンカチに施された刺繍やレースの技術の高さのみならず、紹介された嫁の予想以上の可愛らしさに驚いて、無理矢理手籠めにでもして承諾させたんじゃないでしょうね、とあんまりな疑問を口にして息子を怒らせた。

　同僚の騎士たちはこぞって羨ましがったものの、以前からダグラスとだけ話すティエリの様子からやっぱりなという反応が多かった。

　総じて祝福してもらえたのはダグラスの人徳というものだ。

　ダグラスの居残り申請は無事通り、来年もこの土地で騎士を続けることになった。

　ティエリはそれこそ腕の見せどころと自身の結婚衣装制作を張り切っている。根を詰めすぎるなよと注意はするが、楽しくて仕方がないのだと微笑むティエリの嬉しそうな笑顔を見れば、ダグラスがそれ以上止められるはずもなく、店の同僚たちに気をつけてやってくれと頼むのがせいぜいだった。

　ちなみにこの花嫁衣装は、あまりにも素晴らしい出来だったものだから特に結婚を夢見る女性たちから大変評判が良く、ティエリが働く叔父の店のウィンドウに長らく飾られることとなる。






　春になったら二人は結婚する。

　ごつくて強面だが人のいい騎士は、街一番と評判の美人でありながら内気で男性が怖い娘を嫁にもらう。

　気弱なお針子娘は恋した世界一頼れる素敵な騎士様の元に嫁ぐ。

　そうして彼女は、街一番幸せな花嫁となるのだ。
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